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「
こ
の
子
ら
を
世
の
光
に
」

|
|
一
二
世
紀
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
|

「
N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
ス
ト
メ

ッ
セ
ー
ジ
」

(
二
O
O
Lハ

1
0
七
年
)
は
、
一
二
世
紀
の
日
本
に
伝
え
る
べ
き
「
先
人
か
ら

の
メ

ッ
セ
ー
ジ
」
と
し
て
、
手
塚
治
虫
や
湯
川
秀
樹
ら
を
六
回
シ

リ
ー
ズ
で
取
り
上
げ
た
。
最
終
同
に
選
ば
れ
た
の
が
糸
賀
一
雄
・

池
田
太
郎
・
田
村

一
二
の
「
こ
の
子
ら
を
世
の
光
に
」
で
あ

っ
た
。

「
国
中
が
食
う
や
食
わ
ず
の
窮
状
に
あ
っ
た
昭
和
幻
年
に
設
立
さ

れ
た
、

日
本
初
の
公
的
施
設

『近
江
学
園
町

当
時
の
フ
ィ
ル
ム

に
は
、
寝
食
を
共
に
し
生
き
生
き
と
暮
ら
す
障
害
児
と
職
員
た
ち

の
姿
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に

『福
祉
』
の
原
点
で

あ
る
」
(
「
N
H

K
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
の

T
V
サ
イ
ト
よ
り
)

1914-1968 
(大正 3年 昭和43年)

(
い
と
が
か
す
お
)
著
書
に
『
こ

の
子
ら
を
世
の
光
に
|
近
江
学
園
一
一

十
年
の
願
い
』
(
柏
樹
社
、
一
九
六

五
年
)
、

『福
祉
の
思
想
』
(
日
本
放

送
出
版
協
会
、
一
九
六
八
年
)
な
ど
。

昭
和
但
年
、
心
身
障
害
者
の
福
祉
事

業
に
尽
く
し
た
功
績
に
よ
り
、
朝
日

新
聞
社
か
う
「
朝
日
賞
(
社
会
奉
仕

賞
)
」
を
贈
ら
れ
た
。

「
こ
の
子
ら
を
世
の
光
に
」
の
言
葉
は
、
多
く
の
人
を
惹
き
つ

け
る
。
「
こ
の
子
ら
に
世
の
光
を
」
と
い
う
憐
み
の
思
想
を
、
「
に
」

と
「
を
」
の
二
文
字
を
入
れ
替
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
み
ご
と
に

一
八

O
度
転
換
し
て
い
る
口
障
害
の
あ
る
人
々
を
世
の
光
と
し
て

共
生
す
る
社
会
を
創
ろ
う
と
の
呼
び
か
け
で
も
あ
る
。
ま
た
、
個

性
的
な
「
こ
の
子
」
一
人
ひ
と
り
の
人
格
発
達
を
保
障
す
る
教
育

や
福
祉
の
実
践
と
施
策
を
求
め
て
い
る
。

「
情
熱
を
持
っ
た
人
聞
が
歴
史
を
つ
く
る
」

鳥
取
県
立
図
書
館
は
、
一
応
国
鉄
総
裁
十
河
信
二
が
揮
宅
し
、
糸

賀
に
贈
っ

た
こ
の
掛
け
軸
を
所
蔵
し
て
い
る
。
平
成

4
年
の
同
館

糸
賀
一
雄
顕
彰
展
の
際
に
、
親
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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糸
賀
は
情
熱
家
で
あ
る
。
同
志
と
夢
を
語
り
合
い
、
行
動
に
移

す。
近
江
学
園
は
児
童
福
祉
法
の
制
定
以
前
に
聞
か
れ
、
重
症
児
の

び
わ
こ
学
園
は
重
症
心
身
障
害
児
の
規
定
が
同
法
に
追
加
さ
れ
る

前
に
着
手
さ
れ
た
。
糸
賀
ら
の
福
祉
教
育
の
試
み
の
後
に
、
施
策

や
法
制
が
よ
う
や
く
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
糸
賀
の
情
熱
と
行
動

が
な
け
れ
ば
、
日
本
は
も
っ
と
遅
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

雄

糸
賀
を
育
ん
だ
故
郷
|
|
鳥
取
と
山
陰

【
鳥
取
市
立
川
町
】
大
正

3
年

3
月

m日
、
鳥
取
市
立
川
町

に
生
ま
れ
る
。

【
日
進
尋
常
小
学
校
}
幼
少
期
は
母
の
故
郷
米
子
に
身
を
寄
せ

る
が
、
四
年
生
の
途
中
で
鳥
取
市
に
再
転
居
。
米
子
の
義
方
尋
常

小
学
校
か
ら
転
入
。
吉
方
温
泉
町
に
あ
っ
た
「
一
ノ
湯
ホ
テ
ル
」

の
中
島
達
一
郎
と
は
、
と
も
に
二
中
に
進
学
し
た
仲
で
あ
る
。

{
鳥
取
第
二
中
学
校
(
鳥
取
東
高
)
】
大
正
日
年
に
第
四
期
生

と
し
て
入
学
。
初
代
の
林
重
浩
校
長
の
示
し
た
自
由
な
理
念
の
校

風
、
師
弟
が
一
体
と
な
っ
て
学
校
を
創
る
草
創
期
の
覇
気
が
糸
賀

ら
を
育
ん
だ
。
中
学
は
五
年
制
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
5
年
、
四
年

生
終
了
時
に
糸
賀
を
含
む
九
名
が
高
等
学
校
に
進
学
し
た
。

【
日
本
基
督
教
団
鳥
取
教
会
}
医
師
志
望
の
糸
賀
は
松
江
高
等

学
校
(
島
根
大
学
)
の
理
科
に
進
学
。
結
核
を
患
い
、
休
学
し
悩
む
。

賀糸

中
学
か
ら
親
交
の
あ
っ
た
固
山
文
雄
の
影
響
も
あ
っ
て
、
在
学
中

の
昭
和
7
年
に
受
洗
。
教
団
の
活
動
で
小
迫
一
房
と
出
会
い
、
京
都

帝
国
大
学
文
学
部
哲
学
科
に
入
学
し
た
翌
昭
和
日
年
に
結
婚
。
一

方
、
冬
山
の
遭
難
事
故
で
親
友
の
岡
山
を
喪
う
。

【
鳥
取
第
四
O
聯
隊
}
昭
和
口
年
、
大
学
卒
業
後
に
京
都
市
第

二
衣
笠
尋
常
小
学
校
の
代
用
教
員
と
な
る
。
日
年
、
召
集
さ
れ
陸

軍
歩
兵
二
等
兵
と
し
て
入
隊
。
鳥
取
砂
丘
な
ど
で
の
訓
練
で
ほ
ど

な
く
発
病
し
、
召
集
解
除
。
日
年
よ
り
縁
あ
っ
て
滋
賀
県
に
奉
職
。

若
く
し
て
知
事
官
房
秘
書
課
長
を
務
め
、
近
藤
壌
太
郎
知
事
の
薫

陶
を
受
け
た
口
戦
後
、
先
駆
的
な
福
祉
教
育
を
滋
賀
の
地
で
展
開
。

【
因
幡
一
碧
】
糸
賀
の
筆
名
。
因
幡
の
沖
合
に
広
が
る
日
本
海

あ
お

の
一
面
の
碧
さ
に
深
く
思
い
を
寄
せ
、
酒
席
で
口
に
上
せ
る
歌
も

山
陰
地
方
の
民
謡
が
多
か
っ
た
。
湯
治
を
兼
ね
て
時
々
訪
ね
た
の

は
、
東
大
山
を
遠
く
に
望
む
関
金
の
鳥
飼
旅
館
で
あ
っ
た
と
い
う
。

【
顕
彰
碑
】
滋
賀
県
は
糸
賀
一
雄
記
念
財
団
を
置
き
、
記
念
賞

か
い
せ
い

も
設
け
て
い
る
。
一
方
、
鳥
取
に
は
倉
吉
の
皆
成
学
園
に
小
さ
な

石
碑
が
あ
る
の
み
だ
。
「
と
っ
と
り
県
民
の
日
記
念
事
業
フ
ォ
ー

ラ
ム
日
本
の
福
祉
教
育
の
先
駆
者
糸
賀
一
雄
」
(
鳥
取
県
主

催
。
六
年
、
於
鳥
取
市
)
、
「
糸
賀
一
雄
氏
没
後
四
O
年
の
集
い
」

(
日
本
特
殊
教
育
学
会
主
催
。
八
年
、
於
米
子
市
)
な
ど
が
続
い

て
お
り
、
二

O
一
四
年
の
生
誕
一

O
O
年
を
控
え
て
顕
彰
機
運
が

盛
り
上
が
ろ
う
。

〔
渡
部
昭
男
〕
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